
ブラウザの基礎知識
Microsoft EdgeとGoogle Chromeは基本機能は同じ

（新しいEdgeは、2020年にリリースされた、Chromiumオープンソースプロジェクトに基づく新しいバージョン

のEdgeブラウザーです。Chromeと同じテクノロジーを共有しているため、パフォーマンスとセキュリティ

が大幅に向上しました。また、拡張機能、アドオン、テーマなどのChromeの機能もサポートしています。）



1.ブラウザとは何か？
l ブラウザとは、インターネットでWebページを閲覧（ウエブサービスを利⽤）するためのソフトウェア

です。

l 次ページのブラウザ画⾯を⾒ると分かるように、ブラウザの操作エリアの下の部分がWebサービスの画⾯です。

l ブラウザのアドレスバーに利⽤したいWebサービスを指定（URLやキーワード検索）すると、⽬的のWEB
サーバーにアクセスでき、WEBページ（ウエブサービス画⾯）が表⽰される

l 検索エンジンもWebサービスの⼀つです。直接Webサービスに⾏くか、検索エンジンを経由してWeb
サービスのページへ⾏くか。

l AIチャットもWebサービスの⼀つ。アドレスバーにAIチャットのURL（bing.comやbard.google.com）を⼊
⼒すれば、AIチャットが利⽤でき、有効な検索⼿段となる。



1.インターネット検索開始
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【インターネット検索の流れ】
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※ I.E.(Internet Explore)はサービス終了

照会に備え、常時インターネット
の世界の調べ、WEBサイトの項⽬
情報を集め準備。

WEBページ
（webサービス）

①検索ツールのブラウザをパソコンにインストールする。
②ブラウザで使⽤する検索エンジンを指定する。
③ブラウザを開いて、検索するキーワードを⼊⼒する。
④検索エンジンにキーワードを送信する。
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Chromeの画⾯
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2.ブラウザの構成部品の説明
① タブ・・・URLに対応した「ページ」のこと、
② 「＋」新しいタブ・・・開いているページを閉じないで新ページ
③ 「←」・・・間違った操作をした場合、前に戻れる
④ 更新・・・画⾯を開いて時間が経過した場合、更新をかける
⑤ ホームボタン・・・設定をすると、指定画⾯が表⽰できる
⑥ アドレスバー・・・URL（インターネットの住所）の⼊⼒欄
⑦ スキップ（Chromeのみ）
⑧ 「☆」ブックマーク・・・ブックマークの登録ボタン
⑨ 拡張機能・・・ブラウザの機能を拡張するアイテム
⑩ ブラウザのプロファイル・・・ブラウザにアカウントでログイン



2−１.ブラウザの構成部品の説明
⑪ ⋮ 縦3点がChromeの設定、 横3点がEdgeの設定
⑫ スキップ（Chromeのみ）
⑬ ブックマークバー・・・ブックマーク（フォルダ）が表⽰される
⑭ ブックマークフルダ・・ブックマークを格納するフォルダ
＜以下はWEBサービスの内容＞

⑮ Googleアプリ・・・Googleのweb上のアプリ。
⑯ ウエブサービスのアカウント・・・WEBサービスにログイン
⑰ 検索バー・・・Webサービスが検索エンジンの場合表⽰される



WEBページとWEBサービスについて（bard）
昔のインターネットでは、静的なホームページが主流でした。静的なホームページとは、⼀度
作成すれば、その後の変更がほとんどないホームページのことです。そのため、ブラウザで表
⽰されるWebページと⾔えば、静的なホームページを指すのが⼀般的でした。

n しかし、近年では、Webサービスの利⽤が急速に拡⼤しています。Webサービスとは、インター
ネット上で提供されるサービス全般を指す⾔葉です。ショッピングサイトやSNS、クラウドサービス
など、さまざまなWebサービスがあります。

n Webサービスは、静的なホームページとは異なり、常に更新され、ユーザーの操作に応じて動的に
変化します。そのため、Webサービスは、ブラウザで表⽰されるWebページの代表的な形態になっ
ています。

n 以下に、Webサービスとして利⽤される割合が多いWebページの例を⽰します。

n これらのWebページは、すべてWebサービスとして機能しており、ブラウザで表⽰される
Webページの代表的な形態と⾔えます。

n したがって、今では、ブラウザで表⽰されるのはWebサービスと⾔う⽅が適切であると⾔えるでしょう。

Webメール /  Googleのアプリ /   ショッピングサイト /  SNS /    クラウドサービス


